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【下　街　道】　下
したかいどう

街道とは名古屋市中区錦２丁目にあった「伝馬会所札の辻」を起点として、名古屋市を北東へ大曽
根から恵那市の「中山道」槇ヶ根追分に至る15里（60㎞）の街道である。江戸時代に中山道と名古屋城
下を結んだ脇往還で、善光寺道、釜戸道、内津道、名古屋道、伊勢道とも呼ばれ、庶民の街道であった。
古くは日本武尊が東征の帰路この道を通ったとされ、この街道には日本武尊の伝説が多く残されている。
明治13年（1880年）には明治天皇も便利なこの道を巡幸されたように、歴史ロマンに満ちた街道である。

【中馬街道】　江戸時代初期の商業道路。三河湾で作られた塩を山間部へ運ぶための「塩の道」でした。中馬の名称は
江戸時代前期に信州伊那谷の農民が農閑期に自分の馬や牛で荷物を運ぶ賃稼ぎを行っていたことに
由来。

【中　山　道】　江戸時代に整備された「五街道」の一つ。
日本橋から京都三条大橋までを内陸経由で結ぶ526.3kmの街道です。多治見法人会エリアには大湫
宿、細久手宿、御嵩宿、伏見宿があり、街道には石畳、枡形、商屋などが佇み、今なお当時の面影を色濃
く残しています。

岐阜県美濃地方の東に位置するこの地域には古くから主要な街道が通っており、現在でも商業の中心となって
います。
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今回100号記念特集号を発刊しました。私が広報委員長を受けて最初の会報誌が100号です。第１号は44年前になり、
多くの先輩方が繋いできた記録誌でもあります。100号を機に今後どのような会報誌にするのか委員会にて検討していき
ます。ご意見ご要望があればお知らせください。
� 広報委員長　井澤秀明
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